な焼さ■とり肉■トースト 
切身•ひもの■ピザ ■才ーブン 
つけ焼き■ヴラタン■魚焼き 


オーブンで調巧をずる口づき) 



自動(魚辭•す-ブン）1手動 Itt 上びり/义方 I 湿度/時間 


レンジフード 

® 11照巧 




g 靑 
1|_き直し| 


チャイムド 
□ック 
3抄巧し音墨3炒巧し 


) 



電源を切る 

〔ランプび消打しまず) 




追加焼き時間設定 


参設定時間は3分か S 始まります。29分まで設をで 
さます。 


•調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターの 
ク U - ニング （〔 L 表示）を行い、のランプび 
点滅します。 

焼をび足りないとさはちラー度追加焼をを行つ 
てください。 

•ヒーターのク U —ニングを途中で終了したい場 
合は、 I スも I を押してください。 


•庫内の温度び約 scrcii (下に 
なるまで r 高温を意」表示を 
します。 


I 温度/時間 J 


追加 I 規まをする 


自動調理終了後、 ヒーターの 
ク U — ニング中 食 P .28〕 にセツトする 


〇 


自動 


を巧し、 


Bi 臓き J 

ランプを jS ! 打させる 


時間 


を巧し、 




時間を設定する 


I ス努り 


を巧し、通電する 

メ □ディーび鳴ったら終了です。 


調理物を取り出します 




〇 


続けて使わないとさは 

を巧し、' 


電源 


の/入 
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便巧に巧ラ 


を•ち • 中巧ヒーターでタイマーを ffi う 


ちヒ-夕-で識しています。 



坦邁サイン 


1111111 


とろ义 I 弱火 I 中火 I 強义 


1视巧し 




にュ- 


電源を入れ、火力または保温•煮込みを選び、 


〇 


© を巧す。 


を巧したあとの适電中（調理中）にセットする 

關サイン 


.^〇:〇〇 


を巧し、時間を設定ずる 


©残りの. 


なぶ 


とろ义 I 弱义 I 中义 I 強义 I 〔◄ I ► I [© I 長二]-] 


♦設定でをる最大時間 
火力「1」〜「日 」 ►a 時間 55 分 
乂力「6」〜「12」 ►! 時間 
保温 ►! 時間 

煮込み ►2 時間 


分叫時間までは1分きざみ、1〜5時間までは10分きざみ、已〜9時間已已分までは30分きざみで設定できます。 


約3秒間待つ。 メ□ディーが鳴り、 タイマーびスタートします 
メ□ディーび鳴った5タイマー終了でず。自動的に通電を停止しまず。 


>途中でタイマーを中止するとさは、|©|を押してください。 

>設定した時間を変更したい場合は、タイマーを中止し、再度設定してください。 


才—ブンで調理をずる(追加焼きをずる】/便利に使ラ(ち.ち.中央ヒ—夕—でタイマ—を使ラ】 


3已 






































































































































































便利に ffl う（つづき) 


時間 


クリ-ニング3お巧し 


— 

ィ 


の 

チャイルド 

音青1 



乂夕-卜 

□么ク 

固き 乳 




自動厢屏き•才-ブソ 


^mm\ 

な焼き■とり肉■卜ースト 
臟•ひちの■ピザ ■す-ブン 
つけ席ぎ■グラタン■を焼さ 


g 動、 

ま動 

剧晩き J 



任上びり/义力/通度 

◄ 

► 


■制 0— •ままのために、} i 作できないよう□ックできます。 

♦全てのヒーターが切れている状態で受け付けます。 
•電源を切つてら記憶しています。 




前面操作パネル 



19 電源 

の/入 

口 

を「ピツ」と鳴るまで巧し、 
電源を人れ る (ランプび点なしまず） 

A チ巾ィルト 
げ □ック 

を3秒間巧し、 チャイルド 

ランプを点!打させる^ 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 
電源を入れる(ランプが点口しまず) 


を3秒間巧し、 ゎィルド 

ランプを消なさせる 




〇 


奇奇ク田 

mm 

の/入 


音声 

罔麵し 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 
電源を入れる(ランプび点なしまず) 

を3秒間巧ず 


言青！を巧し、 

W 希望の音量を選ぶ 


音声を聞き直したいときは 

を巧す 直前の音声の内容び流れます。 


音声 

處 i し j 


音量設定時の表示 


希望の音量で3秒経過するとセツト完了 


‘气 


1 温度/時間 

つ 

温度 

で 

時間 

分 

巧/ on / 王忌 



音量 r 大」 
音量「中」 
音量「小」 
音量「切」 



操作を□ックずる 


音芦を聞さ直す 


音量を設定する 


□ックをち?除ずる 


操作をロックする 


音声の音量設定•聞を直し 
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レンジフードフアン連動システムを使5 (機能付のみ) 


• お材 a 


参レンジフードフアン連動システムは各ヒーター、またはオーブンの通電-停止に連動して、 
レンジフード（連動システム対応機種のみ）が運転•停止するシステムです。 

参詳しくはレンジフードの取扱説明書をご覧ください。 

•レンジフードフアン連動システム対応のレンジフードについては、お買い上げの販売店または 


r ご相談窓□」 身 P .63 1にお問い合わせください。 


前面操作パネル 



i 


とり肉■卜ースト 
ピザ ■才ープン 
グラタン I •魚焼ぎ 


■な焼さ 
:切身-咖 
つ【诚き 



F - 


イ乍と連動ずる内容 


tLbtr り動/施 


時間 


\ m ] 

ま 動 

イ 

• 

イ 

• 

の 

刑レド 

f 音声') 

,誦き 





乂夕-卜 

□ック 

圖き直し J 


クリ-ニンク則し 


3お巧し音置3狮し 



レンジフードが停止中に f 器を押すと 

「弱」で運転を開始し、押すごとに風量び 
「弱」^「中」^「強」^「弱」と切り替わります。 


A 編 iiW 


クッキングヒーターか！5の信号がさえぎられる 
とレンジフードが動作しない場合があります。 

♦送信部び巧れている。 

参送信部び鋼やフライノ（ンのとってなどでおおわれている 
•他の1」モコンを操作している。 


I 


品；旧 

巧 佩 
の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる （ランプが点灯しまず） 




任がり/义力/湿度 


前面操作パネルの P を3秒間巧し、 

r ピピッ」と鳴った！5 切り曾え完了 
参ちとにをどすとさち、同じ操作をします。 


1!因クッキングヒーターの前面操作パネルでレンジフードを操作する 


照明を点な(消な)するときは照おを押ず 


運転を停止ずるときはのを巧す 


運転を切り曾えるときは fqi を巧ず. 

押すごとにレンジフードの風量び切り替わります。 


メ □デイーをブザーに切り替える 


クッキングヒーターの操作 

レンジフードの動作 

各ヒーター、またはオーブンの通電を開始したとさ 

運転を開始します。 

各ヒーター、またはオーブンの通電を停止したとさ 

約3分をに自動停止します。 



便利に使ラ(操作を□ックする/音声の音量設定.聞を直し/レンジフ—ドファン連動システムを使 ラ/ メ旦アィ—をブザ— に 切り替える) 7 

_ _ _ 3 



操 






















































































































另リ冗 □□ 


2008年8ち現在 

トッププレート専用クリーナー 

参トッププレートのミちれをおとし、光沢をだし、 
ふをこぼれによる巧れや焦げつさを抑えます。 

品名：ガラスク U —ナー 
型式： HT - K 1 
希望ル売価格：],470円 
(税抜1.400円） 

※お買い上げの販売店または「ご相 
談窓□」 【今ド.631 にご相談ください。 

希望ル売価格は価格改定に伴い変更ずる場合 
びあ0ます。 


♦軽い巧れ 

絞ったふをんでふき取り、その後乾いたふさんで 

からぶ走する。 

参油巧れ 

台所用洗剤（中性）を薄めて、ふさんにしみ込ませ 

てふさ取り、その後乾いたふさんでからぶさずる。 

酸性 • アルカリ性の強し、洗剤（漂白 
剤、住宅用合成洗剤など）は使わな 
いで<ださい。（トッププレート • 
プレートワクの変色の原因となり 
ます。） 

♦落ちにくい巧れ 

ク U —ムタイプのみがき粉を丸めたラップにつけ 

てこすりとる。 

※プレートワクはステンレスの筋にそって、こすって 
ください。 

•ドライバ-やフォ-クなど先の 
鋭いらのや粉末タイプのみがさ 
粉は使わないでください。 
♦金属のたねし • スポンジのナイ 
□ン面、アル S ホイルなどでこ 
す5ないで<ださい。（トップ 
プレート•プレートワクが傷つ 
く原因となります。） 

•それでも落ちないとさは 

巿販のセラ S ック用スクレーパー等で煮こぼれの 

部分だけを軽く削り落とし、その後よくふき取る。 



■綱凶— ♦しょうゆなどの調ほ料を放置すると、尉!あとが残ることがあります。 

参銅底のちれがトッププレートにつく場合があります。鍋底のミちれら取り除いてください。 
•光センサーが巧れていると、センサーが正しく働かない場合があります。 


お手入れ 



〇 


•お手入れは、 




参ご使用のたびにお手入れしてください。 

参ベンジン、シンナー、粉末タイプのみがを粉は使用しないでください。 
参吸-排気□に水が入らないよラ、ごミち意ください。 


ッププレート•プレートワク（ステンレス製）•光センサー 


迂思 

—^ 
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必ず電源を切り、本体が冷えてか6行ラ。 



吸•排気カバー、吸気□ボケッ 


薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗5。 

※たねしやみびさ粉は使わないでください。 

吸•排気カノ（一の下の油巧れちお手入れしてください。 

mmsmM ♦吸 • 排気カバ-は、食器洗し、乾燥機に入れたりアルカリ性の洗剤を使ったりしなし、でください。 

参ちれて目詰まりしたまま使ラと、安全装置が作動して通電を停止したり、オーブン使用 
中にオーブンドアか5煙がちれたりする場合があります。 

•お手入れ後は、水気をよくふき取り、本体に必ずセットしてください。 

♦吸•排気カノ く一は強くこすらないでください。表面を傷つけたり変形する場合があります。 
•お手入れ後は、レノ（一を左へ倒してください。 


吸気□ポケット 



光センサー 


トブン①お手入れは 


天ぷ5鍋（付属品) 


①薄めた台所用洗剤（中性）とお湯で洗ラ。 

♦たねしやみびさおは使用しないでください。 

③鍋底やが側の異物やちれをとる。 

♦ミちれびこびりついたまま使ラと、油温を正しくコント□ールでさ 
ないことびあります。またトッププレートび巧れます。 

③洗い終わった5水気を切り、乾いた!5内側に軽く食用油をめる。 

♦洗ったままにしておくとさびます。 

※天ぷら鍋に同個の説明書をよく読んでご使 
用 < ださい。 

♦銷直び反ったり、変形した場合は使用しな 
いでください。お買い上げの販売店でお買 
いホめください 。【今 P . 日1 




前面操作パネル 


やわらかい巧でふき取る。 

巧れびひどいとさは、台所用洗剤（中 
性）を薄めて、ふさんにしみ込ませ 
てふさ取り、その後乾いたふさんで 
からぶさする。 

♦水にめ！5さないでください。故 
障の原因となります。 

参ベンジン•シンナー•漂白剤•ア 
ルカ IJ 性洗剤は使わない。 

参金属製のたねし • スポンジのナ 
イ□ン面でこすらないでください。 


お手入れ 
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